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金
木
町
長
は
、
こ
の
四
月
十
八
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
、
こ
れ
に
伴

う
選
挙
は
、
三
月
十
四
日
に
告
示
さ
れ

三
月
二
十
一
日
か
投
票
日
と
な
り
ま

す
。

金木町 投票区別有権者数 ま
た
、
金
木
町
議
会
議
園
の
定
数
に

＄
月
刈
日
投
票
日

三
人
の
町
議
補
欠
選
も

三
人
の
欠
員
を
生
じ
て
い
ま
す
の
で
、

公
職
選
挙
法
第
百
十
三
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
、
町
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙

も
、
町
長
選
挙
の
便
乗
に
よ
る
同
時
選

挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

で今

｜（男）4,634
計，-...---.------.-.-.---－--…9,757

1（女）5.123

《
ロ

去
る
二
月
九
日
、
赤
倉
温
呆
ス
キ
ー

場
で
行
な
わ
れ
た
第
十
一
回
全
国
中
学

生
兼
第
十
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

に
お
い
て
、
金
木
南
中
学
校
の
伊
藤
三

四
也
君
ら
ス
キ
ー
部
の
面
々
は
、
全
国

各
地
よ
り
集
ま
っ
た
強
豪
を
相
手
に
ど

う
ど
う
一
位
を
勝
ち
と
り
、
全
国
大
会

で
一
位
か
ら
十
位
ま
で
の
間
に
複
合
四

税
の
相
談
は
お
気
軽
に

土
地
を
売
っ
た
場
合
や
家
を
趣
て
た

と
き
の
税
金
は
ど
う
な
る
の
か
、
贈
与

ｂ
‐
４
Ｆ
。
■
５
。
■
■
Ｂ
■
■
■
■
甲
ｌ
■
Ｅ
１
１
．
“
‐
“
Ｉ
Ｉ
０
１
１
１
１
１
１
Ｉ
１
４
Ｊ
Ｉ
４
４
１
Ｉ
Ｉ
４
４
４
４
１
１
４
■
１
Ｉ
Ｉ
１
ｑ
１
４
４
４
Ｉ
４
ｑ
１
可
Ⅱ
１
１

一
雫
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
》

南
中
全
国
大
会
を
制
覇

税
の
計
算
は
…
な
ど
、
税
金
に
つ
い
て

の
相
談
に
お
答
え
す
る
た
め
、
税
務
署

で
は
毎
月
五
日
・
十
五
日
・
二
十
五
日

を
「
税
の
相
談
日
」
と
し
て
、
皆
さ
ん

の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
住
所

や
名
前
を
明
か
さ
ず
相
談
で
き
ま
す
か

ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

人
・
飛
踊
一
人
が
は
い
り
、
東
北
大
会

で
も
一
位
か
ら
六
位
ま
で
の
間
に
裡
合

四
人
・
飛
躍
四
人
か
は
い
る
な
ど
の
す

ば
ら
し
い
成
級
を
お
さ
め
ま
し
た
。
こ

れ
も
伽
に
常
日
ご
ろ
の
練
習
の
た
ま
も

の
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

全
国
複
合

一
位
伊
藤
三
四
也

二
位
沢
田
久
明

四
位
山
中
．
毅
信

七
位
原
田
照
彦

全
国
飛
躍十

位
山
中
毅
信

東
北
複
合一

位
伊
藤
三
四
也

二
位
沢
田
久
明

四
位
山
中
毅
信

六
位
原
田
照
彦

東
北
飛
躍二

位
山
中
毅
信

三
位
原
出
照
彦

四
位
伊
藤
三
四
也

六
位
沢
田
久
明

～

「
明
る
い
く
ら
し
の
設
計

簡
易
保
険
新
加
入
運
動
」

三
月
三
十
一
日
ま
で
実
施
中

郵
政
省
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
簡
易

保
険
を
普
及
し
、
「
保
障
の
あ
る
明
る

い
く
ら
し
の
設
荊
」
を
す
す
め
る
運
動

を
し
て
お
り
ま
す
。

簡
易
保
険
の
資
金
は
、
財
政
投
融
資

と
し
て
多
く
の
部
分
が
地
方
公
共
団
体

壱
通
じ
て
地
域
に
還
元
さ
れ
、
地
域
社

会
の
開
発
や
社
会
福
祉
の
増
進
、
国
民

生
活
の
向
上
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

簡
易
保
険
で
は
、
加
入
者
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
と
し
て
、
一
月
一
日
か
ら
次
の

取
扱
い
も
開
始
し
ま
し
た
の
で
、
大
い

に
加
入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

・
定
期
保
険

安
い
掛
金
で
死
亡
時
に
高
額
の
保

険
金
を
支
払
う
掛
捨
て
保
険
。

・
疾
病
傷
害
特
約

病
気
や
ケ
ガ
で
入
院
し
た
と
き
や

傷
害
あ
る
い
は
死
亡
の
場
合
に
一
定

の
保
険
金
を
支
払
い
ま
す
。
こ
れ
は

す
で
に
ご
加
入
の
伽
笏
保
険
に
も
付

け
ら
れ
ま
す
。

・
家
族
保
険

一
枚
の
証
番
で
、
ご
家
族
全
員

（
夫
婦
と
子
供
）
が
加
入
で
き
ま
す
。

ご
家
族
全
員
に
傷
害
特
約
、
ま
た
は

疾
摘
傷
害
特
約
を
付
け
る
こ
と
も
で

ぎ
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方

は
、
金
木
郵
便
局
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
仙
台
国
税
局
に
は
「
税
務
相

談
室
」
が
、
秋
田
南
お
よ
び
青
森
税
務

署
に
は
「
我
務
相
談
室
分
室
」
が
あ
り

専
門
の
相
談
官
が
踊
話
、
手
紙
、
直
接

相
談
な
ど
、
い
つ
で
も
苦
情
や
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

1
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叩
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町
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■
帥
．

ｕ
皿
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叱

凹
Ⅷ

亜
凹

叩
凹
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｝
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Ｗ
叫
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加
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（2）

唖画’qJ

有 権者数
投票や区

｜男女別’計

第1投 票区 （大 字金木）

第2投票区（火宇川倉、藤枝）

第3投票区（大字蒔田、神原）

第4投票区（大字酪瀬、中柏木）

第5投票区（大字喜良市）

第6投票区（大東ケ丘）

(男）1,777

(女）2,037

（男）450

（女）492

（男）232

(女）273

(男）1,274

(女）1,373

(男）863

〔女）907

(男）38

(女）I唾41

3,814

942

505

2，647

1,770

79
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年
金
制
度
は
通
算
さ
れ
ま
す

我
が
国
に
は
、
現
在
八
麺
類
の
年
金

制
度
が
あ
り
、
す
べ
て
の
国
民
が
ど
れ

か
の
年
金
制
度
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
年
金
制
度
に
お
い
て
は
、

ど
れ
も
老
後
の
所
得
保
障
を
目
的
と
し

た
老
齢
（
退
職
）
年
金
が
給
付
の
中
心

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
う
け
る

た
め
に
は
、
長
期
間
そ
の
制
度
に
加
入

し
て
い
る
こ
と
か
条
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

し
た
が
っ
て
、
ひ
と
つ
の
年
金
制
度

に
お
い
て
年
金
を
う
け
る
た
め
に
必
要

な
加
入
期
間
を
満
た
す
前
に
転
職
な
ど

で
他
の
年
金
に
加
入
し
た
人
は
、
ど
の

年
金
制
度
か
ら
も
年
金
が
う
け
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
の
年
金
制
度

が
ム
ダ
に
な
り
ま
す
の
で
、
各
年
金
制

度
の
加
入
期
間
を
合
算
し
て
一
定
の
加

入
期
間
を
み
た
す
と
き
は
、
各
年
金
制

度
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期
間
に
応
じ

た
通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
老
後
の
所
得
保
障
を
維

一
・
脱

平 蕊詮

議
酸

比呂志
デ
ン
勅

をせ
ク
や
／
、

，
し
土
叺

●
し
よ
．
７
Ｋ 識籍竃

ら
回
心
》 爵Zご7 面

跡
郡
醗
引
、
泳
ぎ
壁

Ｉ

臆
ワ
臆
ワ
臆
娼

固燕、

保
険
料
未
納
者
へ

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
期
限
か

ら
六
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に
か
か
り

納
付
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
ん
ど

法
律
改
正
に
よ
り
、
昭
和
四
十
九
年
一

月
か
ら
同
五
十
年
十
二
月
ま
で
の
問
に

月
額
九
百
円
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
も
し
未
納
の
ま
ま
で
お
き

ま
す
と
、
将
来
老
齢
年
金
を
う
け
る
と

き
に
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年

金
を
う
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

再
開
五
年
年
金
に
つ
い
て

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
同
四

十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

に
対
し
、
国
民
年
金
に
再
加
入
す
る
途

が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年

六
月
よ
り
月
額
九
百
円
納
め
て
、
年
額

九
万
六
千
円
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
加
入
す
る
人
は
、
昭
和
四
十

九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

持
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

通
算
年
金
制
度
で
す
。

鬮
働
闇 ｰ

蕊
?寵紫､

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
Ｓ
把
年
Ⅱ
月
届
出
分
）

（
認
縮
緬
塞
窪
桔
張
銅
壷
輌
姉

（
轄
恥
鏑
刈
帳
和
郎
露
銅
銀
蝿

（
榊
班
繩
蓋
認
嘩
郎
鼬
錘
雌
田
釧

（
識
田
や
鍼
諏
輌
壺
助
郡
廻
玉
重
繩

（
妬
川
栄
娃
誰
轆
耗
恥
門
霊
甥
鑑
鮴

（
輌
胴
富
詮
議
剰
嶬
娃
雌
霊
翠
峪
誹

（
琉
卿
て
調
読
蕗
鵬
握
壷
認
迦
癖

（
緬
宮
ユ
リ
諦
霜
垂
螂
櫃
姪
捲
里
唯

（
噸
銅
ル
稲
瀧
・
鋤
趣
郎
轟
翠
諦
里
緬

（
錘
愁
三
征
王
弥
妬
衛
門
哩
翠
擢
海
津
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